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行 事 予 定 

１０月８日     山口県大会                 【宇部武道館】 

１０月２２日    秋季審査会（松江地区）           【直轄島根松江道場】 

１１月１９日    秋季審査予定                【県本部道場】  

１１月３，４日   全日本空手道選手権大会           【東京体育館】 

１１月５日     宇部祭（参加調整中） 

お 知 ら せ 

 ・大会参加時のマナーについて。 

  １・セコンドにつく方は、観戦されている方の邪魔にならないよう座って応援をお願いします。 

  ２・応援は、選手が持ってる力以上発揮できるように一致団結して行いましょう！ただし、相手選手を誹謗 

    するような応援は慎みましょう。 

  ３・会場に持ち込んだゴミは指定の場所に分別して捨てるか、持ち帰りをお願いします。喫煙される方は喫 

    煙許可の場所でのみのルールの厳守をお願いします。また、トイレなど使用した場合スリッパをそろえ 

    ましょう。来た時よりも綺麗にを心がけてください。 

  ４・会場入り口付近での歓談は、近所の住人の皆さまから必ず苦情が入ります。外でのミット打ち、雑談は 

    公園側でのみ行ってください。 

 

 ・大会に関してのお願い 

  大会当日は、選手・審判・係員・保護者の協力があって成功します。現在係員が足りない状況ですので、お 

  手伝い可能な方はご協力お願いいたします。当日はAM７時より、会場の設営を開始します。 

 

 ・連絡網について 

   現在山口支部では、比較的に利用者の多いLINEを連絡用のツールとして運用しております。こちらは、休 

   館・行事のお知らせ、急な連絡事項の配信を主にして利用したいと思います。こちらを使ってのお休み等 

   のご連絡は控えていただきますようお願いいたします。LINE-ID「bc-yamaguchi」、極真会館 山口支部（河 

   岡）、こちらのIDを利用したいと思いますので検索のほどお願いいたします。また、お名前がわからない 

   場合がありますので、「〇〇道場の〇〇です」とメッセージお願いいたします。 

   承認の後山口支部全体のグループと所属している道場のグループ２つの申請をだしますので、加入お願い 

   します。 

 

 ・休館のおしらせ 

   山口県大会の前日の１０月７日は、荷物の搬入等行いますので、休館させていただきます。また大会翌日 

  は祝日の為、休館となります。１０月１２日（木）の下関道場の稽古は懇親会を開きますので稽古はお休み 

  となります。 

 

 

 暑かった夏もあっという間に過ぎ、寒さを感じる季節になりました。皆様におかれましてはご清祥の事と存じ上

げます。１０月８日には３３回目を数える山口県空手道選手権大会が宇部武道館で開催されます。当日は、幼稚園

の運動会が被ったこともあり、参加選手が少なくなってしまいました。また、当日は他地区においても県大会も開

催されるため、他地区からの参加も少ないという状況ですが、県内・島根地区から５５名がこの大会に参加し頂点

を目指して闘います。保護者の皆さまにおかれましては、応援のほどよろしくお願いいたします。 

                                       事務局 

 

事務局  

ああああ 

 

事務局 



        番外編 

国際空手道連盟 極真会館 

山口県支部 

 

 

強いということ 

 最近テレビのニュースでは、【家庭内暴力・虐待】・【学校内暴力・体罰】など人の痛みが分からないが故の痛ま

しい事件が連日放送されています。 

 極真会館 山口県支部所属の生徒も、何かとこのような事柄に巻き込まれるケースを耳にします。自分も普段 

から子供たちの動向には気を付けておりますが、親の前や私の前・学校の先生の前では、中々悪ぶったことは見

せないものです。保護者・指導者・生徒の三位一体で、青少年の育成に取り組んでいきたいと思っておりますの

で気になることがあれば、お声かけて頂ければと思います。 

 

 さて表題の「強いということ」いうことですが、力が強いという事は「強い」とは言いません。人を思いやる

心・優しさがあってこそ【正義】であり、心のない力は【暴力】となります。またこの強さは、一日では身に付

きません。日々自分を見つめ直し、反省を繰り返すことによって養われます。極真空手はいわゆるフルコンタク

ト系（直接打撃制）の空手です。一見相手の身体を叩く・蹴る行為は野蛮とみなされがちですが、蹴られて身体

に痛みが伴う痛さもあれば、人を蹴って心が痛むこともあります。お互いに身体を貸し合い切磋琢磨していく事

がフルコンタクトの良いところでもあります。 

 しかしとある試合では、試合中に保護者が相手の選手を罵倒し威圧するという事が、ごくまれにあります。ま

してや、試合に負けてしまった自分の子供を会場の隅で「なんで頑張らないんだ！」「なぜ負けた！」などと説教

する方までいらっしゃいます。このような状況では、決して強くなることは不可能だと思います。 

 

  


